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	コース名

研修コースの内容
	アーキテクチャの考え方


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座 □特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、アーキテクチャ設計における考慮すべき事項や技術的なリスクを理解することにより、システム設計におけるアーキテクチャの複雑度を低減するための実践的な知識を修得することを目的とする。

· アーキテクチャに影響する要素を把握し、それらの要素がどのようにお互いに関連しているかを理解する。複数の異なるアーキテクチャの構築アプローチを比較検討し、選択する。プロジェクトで必要とするアーキテクチャ成果物を決定し、アーキテクトのプロジェクト内での役割を設定する



	受講対象者
	　情報システムの開発において技術チームに参画した経験があり、情報システムのアーキテクチャに関する部分をリードすることを目指す者

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　２日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	IS導入計画の開発・運用・保守・移行・環境整備および品質に関する基本要件を正確に捉えることができる

IS導入計画の目的・期間・コストおよび作業責任分担等の基本方針を明確にすることができる

基本要件が前提条件を満たし、技術的・経済的な実現可能性を検討することができる

システムアーキテクチャの基本的な機能・構成要件および予算枠を明確にすることができる

自社IT環境に必要な標準候補の必要性を評価し、抽出ができる

標準の概要や標準間の関係を整理し、文書化できる

自社に導入するために最適なベースモデルまたは組み合わせを選定できる

	関連知識
	国際標準・国内標準
システムアーキテクチャ、アーキテクチャ全般、
開発方法論全般、
ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法




	コース名

研修コースの内容
	アプリケーションアーキテクチャ基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、アプリケーションアーキテクチャを設計するために必要な設計手法やテクノロジなどの基礎知識を修得することを目的とする。

· 当コースでは、システム開発あるいはソリューション構築におけるアプリケーションの基本設計に関するビジネス要件の把握、ビジネスプロセスの設計、システムの実現方式の検討、ミドルウェアやツールなどの製品、各製品のフレームワークへのマッピング、インタフェースの設計、性能、高可用性、拡張性、アプリケーションの配置、セキュリティ、リスク要件の洗い出しなどについて学習する。



	受講対象者
	　情報システム開発において、機能要件の定義・機能アーキテクチャ設計・機能アーキテクチャ実現可能性の評価を行い、アプリケーション領域を中心としたアーキテクチャ設計を担う者　

	研修方法
	　講義　またはｅラーニング

	研修期間
	　標準日数　２日間（クラスルーム）、または標準時間　１８時間　（ｅラーニング　６時間×３日）

	スキル修得目標
	 IS導入計画の開発・運用・保守・移行・環境整備および品質に関する基本要件を正確に捉えることができる

過去のシステム運用指標評価の結果を把握し、活用することができる

IS導入計画の目的・期間・コストおよび作業責任分担等の基本方針を明確にすることができる

基本要件が前提条件を満たし、技術的・経済的な実現可能性を検討することができる

自社に導入するために最適なベースモデルまたは組み合わせを選定できる

	関連知識
	国際標準・国内標準
システムアーキテクチャ、アーキテクチャ全般、アーキテクチャモデル、
開発方法論全般、
ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法




	コース名

研修コースの内容
	アプリケーションアーキテクチャ上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、アプリケーションアーキテクチャ設計に関する実践的な知識を修得することを目的とする。

· 当コースでは、ビジネスニーズからの要件定義、ソリューション設計のためのプロセス、アプリケーションフレームワークを使用してのソリューション設計、ソリューションを設計するためのテクノロジ、複数のアーキテクチャにおけるトレードオフや長所・短所、アプリケーションフレームワークに適合する製品やコンポーネントの選択、競合製品、コンポーネント、テスト計画、テスト技法、アーキテクチャ設計におけるリスクの軽減、参照モデルを利用してのソリューション設計に関する考え方をまとめ、情報システム全体で最適化されたアーキテクチャ設計について学習する。



	受講対象者
	　アプリケーションアーキテクチャ基礎を受講済み、或いはアーキテクチャ設計の経験があり基礎相当の知識を有しており、アプリケーション領域を中心としたより高度なアーキテクチャ設計を目指す者　

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	システムアーキテクチャの基本的な機能・構成要件および予算枠を明確にすることができる

各標準に必要な事項を抽出し、記載内容を決定して文書化できる

記載する内容が現状のIT環境・開発工程等に与える影響を調査・分析できる

他標準との関連の再整理、標準間での矛盾の有無等や他標準との関連を記載事項レベルでチェックできる

	関連知識
	システムアーキテクチャ、アーキテクチャモデル、システム移行、

IS戦略、IT戦略、
開発方法論全般、
ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法

国際標準・国内標準、社内IT環境


	コース名

研修コースの内容
	インテグレーションアーキテクチャ基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、インテグレーションアーキテクチャを設計するために必要な設計手法やテクノロジなどの基礎知識を修得することを目的とする。

· 当コースでは、情報システム統合に関するインタオペラビリティ要件の把握、ビジネスプロセスの設計、システムの実現方式の検討、ミドルウェアやツールなどの製品と各製品のフレームワークへのマッピング、インタフェースの設計、性能、高可用性、拡張性、アプリケーションの配置、セキュリティ、リスク要件の洗い出しなどについて学習する。



	受講対象者
	情報システム開発において、統合要件の定義や統合アーキテクチャ設計および統合アーキテクチャ実現可能性の評価を行い、インテグレーション領域を中心としたアーキテクチャ設計を担う者　

	研修方法
	　講義　またはｅラーニング

	研修期間
	　標準日数　１日間（クラスルーム）、または標準時間　６時間　（ｅラーニング　６時間×１日）

	スキル修得目標
	IS導入計画の開発、運用、保守、移行、環境整備および品質に関する基本要件を正確に捉えることができる

過去のシステム運用指標評価の結果を把握し、活用することができる

IS導入計画の目的・期間・コストおよび作業責任分担等の基本方針を明確にすることができる

基本要件が前提条件を満たし、技術的・経済的な実現可能性を検討することができる



	関連知識
	システムアーキテクチャ、アーキテクチャモデル、システム移行、

開発方法論全般、
ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法

国際標準・国内標準、社内IT環境


	コース名

研修コースの内容
	インテグレーションアーキテクチャ上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、インテグレーションアーキテクチャ設計に関してより高度で実践的な知識を修得することを目的とする。

· 当コースでは、インテグレーションに対する要件を洗い出し、情報システム統合の目的を明確化して、複数の要件におけるトレードオフや長所・短所、サービスレベル、信頼性、拡張性、セキュリティ、運用容易性を含む設計に関する考え方をまとめ、情報システム全体でバランスの良いアーキテクチャ設計について学習する。



	受講対象者
	　インテグレーションアーキテクチャ基礎を受講済み、或いはアーキテクチャ設計の経験があり基礎相当の知識を有しており、インテグレーション領域を中心としたより高度なアーキテクチャ設計を目指す者　

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	システムアーキテクチャの基本的な機能・構成要件および予算枠を明確にすることができる

各標準に必要な事項を抽出し、記載内容を決定して文書化できる

記載する内容が現状のIT環境・開発工程等に与える影響を調査・分析できる

他標準との関連の再整理、標準間での矛盾の有無等や他標準との関連を記載事項レベルでチェックできる

現行情報システムの目的・機能やアーキテクチャ・開発方法、規模・能力・コスト・生産性、保守運用および障害状況を正確に捉えることができる



	関連知識
	システムアーキテクチャ、アーキテクチャモデル、
IS戦略、IT戦略、
開発方法論全般、
ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法、
国際標準・国内標準、社内IT環境、



	コース名

研修コースの内容
	インフラストラクチャアーキテクチャ基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、インフラストラクチャアーキテクチャを設計するために必要な設計手法やテクノロジなどの基礎知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、システム開発あるいはソリューション構築におけるインフラストラクチャの基本設計に関するビジネス要件の把握、システムの実現方式の検討、ミドルウェアやツールなどの製品と各製品のフレームワークへのマッピング、インタフェースの設計、性能、高可用性、拡張性、アプリケーションの配置、セキュリティ、リスク要件の洗い出しなどについて学習する。



	受講対象者
	情報システム基盤の構築に携わり、インフラストラクチャ領域を中心としたアーキテクチャ設計を担う者

	研修方法
	　ｅラーニング、講義、ワークショップ

	研修期間
	　前半：標準時間　１８時間　（ｅラーニング　６時間×３日）、後半：標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	インフラストラクチャ要件（主に非機能要件）を定義することができる。

インフラストラクチャアーキテクチャの概要を設計することができる。

インフラストラクチャアーキテクチャの実現可能性について評価をすることができる。

情報システム基盤をモデル化し、あるべき姿を描くことができる

・プラットフォーム　　　　・ネットワーク　　　　・共通システム

・セキュリティ　　　　　　　・システム管理　　　・アプリケーション構造

・インタフェース

	関連知識
	アーキテクチャモデル

エンタープライズアーキテクチャ（EA）　


	コース名

研修コースの内容
	インフラストラクチャアーキテクチャ上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、「インフラストラクチャアーキテクチャ基礎」の上位コースとして、インフラストラクチャアーキテクチャ設計に関する高度で実践的な知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、インフラストラクチャに対する要件を洗い出し、インフラストラクチャ構築の目的を明確にして、複数の要件におけるトレードオフや長所・短所、サービスレベル、信頼性、拡張性、セキュリティ、運用容易性を含む設計に関する考え方をまとめることにより、情報システム全体で最適化されたアーキテクチャの設計について学習する。



	受講対象者
	インフラストラクチャアーキテクチャ基礎を受講済み、或いはアーキテクチャ設計の経験があり基礎相当の知識を有しており、インフラストラクチャ領域を中心としたより高度なアーキテクチャ設計を目指す者

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	情報システム全体に亘る最適化されたIT基盤を設計・構築することができる。



	関連知識
	アーキテクチャモデル

エンタープライズアーキテクチャ（EA）　


	コース名

研修コースの内容
	ＩＴプランニング基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、情報システム基盤の構築計画を立案するために必要となる計画化手法や技法の基礎知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、IT戦略策定の概要と情報システム基盤構築のために必要となる現状分析手法や技術体系（TA）などの計画化手法の概要とその進め方について学習する。
○　コース前半では、ＩＴ戦略策定の概要をｅラーニング形式で学習し、後半では、情報システム基盤の計画化手法に関する基礎を講義形式で学習する。



	受講対象者
	　情報システム基盤の構築に関わるIT戦略策定と基盤構築の企画を担うことを目指す者

	研修方法
	　ｅラーニング、講義、ワークショップ

	研修期間
	　前半：標準時間　６時間　（ｅラーニング　６時間×１日）、後半：標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	事業戦略やIS戦略およびIS企画を理解したIT戦略の策定を支援することができる。
IT戦略に基づいた情報システム基盤の最適化計画が作成できる。

要求仕様に合致したシステム要件を定義し、文章化することができる。


	関連知識
	アーキテクチャモデル
エンタープライズアーキテクチャ（EA）
SWOT分析、

シナリオ分析、ＳＳＭ



	コース名

研修コースの内容
	ＩＴプランニング上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、ＩＴ戦略策定を中核にした情報システム基盤に関するより高度で実践的な知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、事業戦略やＩＳ戦略を受けて情報システム基盤を構築するための状況分析手法や戦略発見技法などの戦略策定手法を学び、基礎講座の計画化手法と併せて、より実践的なＩＴプランニングの進め方を学習する。

○　当コースでは、現状分析手法、ギャップ分析、重要課題の抽出とクイックヒット分析、シナリオ作成と戦略テーマ選定、システムイニシャティブの確定などのＩＴ戦略策定のための手法を講義形式で学習する。



	受講対象者
	　ＩＴプランニング基礎を受講済みで、事業戦略・ＩＳ戦略を踏まえた全体最適なＩＴプランニングの実践を目指す者

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	事業戦略やIS戦略およびIS企画を理解したIT戦略を策定することができる。

IT戦略に基づいた全社的な情報システム基盤の最適化計画が作成できる。

要求仕様に合致したシステム要件を定義し、プロジェクト計画書が作成できる。



	関連知識
	アーキテクチャモデル
エンタープライズアーキテクチャ（EA）

SWOT分析、

シナリオ分析、ＳＳＭ
ＥＶＭ


	コース名

研修コースの内容
	標準化手法概論


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、標準体系の策定や標準の作成に必要となる基礎知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、ソフトウェアライフサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）の捉え方、ソフトウェア文書体系、方式設計、局面ごとの設計基準、ネーミング規約と表記法、テスト手法と完了基準など、情報システム全般に亘る標準化手法について学習する。



	受講対象者
	　情報システム全般に亘る標準化ガイドラインを作成することを目指す者

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数　２日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	自社IT環境に必要な標準候補の必要性を評価し、抽出ができる

標準の概要を整理し文書化できる

各標準に必要な事項を抽出し、記載内容を決定して文書化できる

記載する内容が現状のIT環境・開発工程等に与える影響を調査・分析できる

他標準との関連の再整理、標準間での矛盾の有無等や他標準との関連を記載事項レベルでチェックできる

	関連知識
	IS戦略、IT戦略、

アーキテクチャ全般

開発方法論全般、

ソフトウェア品質測定手法、見積手法、生産性評価手法、

国際標準・国内標準、社内IT環境、

情報システム調査・分析手法、情報システム評価手法、外部動向調査手法


	コース名

研修コースの内容
	最新技術動向


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　□上級講座　■特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、日々変化していくＩＴサービスを取りまく最新の技術動向を理解し、実際のビジネスで応用するための知識を修得することを目的とする。

○　当コースでは、国内外のＩＴ動向やプラットフォーム・システム管理基盤・データベース・ネットワーク・分散コンピューティングシステム・セキュリティなどに関わる要素技術の動向、アプリケーションに関わる技術の動向、ビジネス特許に関わる技術動向、次世代のｅ-ビジネスとその発展に関わる技術の動向などについて学習する。

○　当コースは、必要に応じてテーマ毎に設定される。受講者は、自らのスキルの維持・向上を図るために必要に応じて選択し受講する。



	受講対象者
	　IS戦略やIT戦略の策定・評価からIS企画・設計および運用・保守を実施する際、関連する諸技術に関する知識を深めたい者

	研修方法
	　講義

	研修期間
	　標準日数　１日　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	情報技術動向を網羅的かつ総括的に捉えることができる

経営・情報戦略に適用できるIT利用方法を適切に分析・抽出し、文書化できる

最新情報を継続的に収集できる

	関連知識
	IT動向

IT動向調査手法　


















































情報システムユーザースキル標準（ＵＩＳＳ）�(0３)IT基盤構築・維持・管理


（研修ロードマップ）





















































































































































































































































































































































































































































